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行い、学位論文「緑内障治療薬 CS-088 の角膜透過性に及ぼす自己会合性および EDTA とホ
ウ酸添加による相乗的吸収促進機構の解明」としてまとめ、博士（臨床薬学）の学位を申
請した。薬学研究科教授会は、平成 17 年 11 月 2 日の教授会において論文内容の要旨、参
考論文，研究歴，業績目録などを審査し、受理を決定するとともに上記審査委員会委員を















明らかとした。また、光散乱解析および 1H-NMR 解析から、CS-088 は水溶液中で２量体また
は５量体を形成することや、会合体の安定化には疎水結合だけでなく、水素結合も関与し
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第 2 章では EDTA 及びホウ酸の相乗的吸収促進効果について検討し、in vitro 角膜透過実





















以上、本論文は緑内障治療薬 CS-088 の角膜透過性に及ぼす自己会合特性および EDTA とホ
ウ酸添加による相乗的吸収促進機構に関し、製剤学や基礎臨床の分野に重要なデータを提
供した。審査委員会はこれらの知見が薬学の分野の発展に大きく寄与するものと評価した。 
 
 
薬学研究科教授会は審査委員会の報告に基づき審査した結果、本論文は薬学の進歩に貢献
するものであることを認め、博士（薬学）の学位に値するものとして合格と判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
